
■ シリコンオイル中にラミネートセルをつるした際の体積変化を

 浮力の変換として検出（下図）

■ 10 µLの測定確度により1サイクル中の体積変化を測定可能

■ 20～85℃規定温度環境下でのガス発生量を測定が可能

■ シリコンオイル中での充放電、体積変化幅によるリミットに対応

■ 角型電池・円筒型電池のガス圧力測定装置用別モデルも存在

（PBDシリーズ：右下図）

製品特長

FT＝− ΔFB
= −ρ sillicon oil・g・ΔV cell  
=  Δm sensor・g

ΔV cell = 
－ Δm sensor/ ρ silicon oil

仕様

PBDシリーズ

充放電中のガス発生挙動を測定可能

In-Situガス発生量測定装置

GVMシリーズ

型番 GVM2100 GVM2150 GVM2200

測定仕様

測定重量 1000 g 5000 g 1000 g

チャンネル数 1 2

測定確度 ≦10 µL ≦50 µL ≦10 µL

温度範囲 20℃～85℃

セルサイズ ≦220 mm × 160 mm（より大型のセルは応相談）

ユーティリティ仕様

入力電圧 単相100 V / 200 V 単相100 V / 200 V 単相100 V / 200 V

電源容量 150 W （別途要チラー）

外形寸法
W×H×D（mm）

装置本体：500 × 500 × 700 

装置重量 55 kg

測定原理



測定事例

◆ 異なる温度でセルを静置した際の体積と電圧変化

◆ 異なる添加剤によるガス発生量とガス発生電圧の変化

◆ 異なる正極材料の充放電サイクルに伴う体積変化

満充電時のセルを70℃と85℃で静置したとき、

温度が高い85℃の方が経過時間の体積増加と電

圧降下が顕著にみられました。

異なるNCM811(正極材料)を用いたセルの充放電サ

イクル試験を実施したところ、6サイクル目以降で

体積変化に違いがみられました。

(a) (b)電解液に、添加剤Aと添加剤Bを添加したセルにおける過充電時の充電曲線(実線)と体積変化(点線)

を示しています。

(c) 結果をまとめると、添加量が増えると体積変化（ガス発生量）が大きく、体積変化し始める電圧

（ガス発生電圧）も低下することが分かりました。

(c)
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